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日
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近
世
史
・
日
本
思
想
史

　

な
お
、
従
来
の
研
究
で
は
、
天
保
十
三
年
六
月
の
触
れ
（「
新
板
書
物
之
儀
ニ
付

触
書
」）
は
、
林
家
・
昌
平
黌
に
よ
る
検
閲
の
開
始
や
合
巻
・
人
情
本
の
作
者
へ
の

処
罰
と
い
っ
た
点
が
注
目
さ
れ
て
き
）
6
（
た
。
し
か
し
、
こ
の
触
れ
に
は
、
そ
れ
ま
で
は

写
本
で
密
か
に
流
布
さ
せ
る
し
か
な
か
っ
た
徳
川
時
代
に
関
す
る
経
世
論
や
史
書
の

刊
行
（
製
版
本
・
木
活
字
本
）
を
幕
府
が
許
可
し
た
側
面
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
こ
の
変
更
は
、
幕
末
の
尊
王
思
想
の
出
版
・
流
通
等
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
に
な
る
。

　

以
下
、
同
史
料
の
内
容
及
び
そ
の
後
の
状
況
を
、
他
の
史
料
も
踏
ま
え
な
が
ら
時

系
列
上
に
簡
単
に
整
理
し
て
お
く
。

︵
1
︶
中
西
忠
蔵
活
字
版
一
件
の
発
端

・
天
保
六
（
一
八
三
五
）、
七
年
〜
同
十
二
年：

小
普
請
組
・
中
西
忠
蔵
（
昌
平
黌

に
学
び
、
古
賀
侗
庵
に
師
事
）、
助
手
七
〜
八
名
を
使
っ
て
二
十
種
の
書
）
7
（
物
を
木

活
字
本
で
出
版
し
、
本
屋
で
販
売
す
る
。

・
天
保
十
二
年
五
月：

江
戸
町
奉
行
・
遠
山
景
元
へ
、
隠
密
廻
か
ら
木
活
字
本
の

『
政
談
』
と
忠
蔵
の
出
版
書
目
（
下
記
③
）
を
添
え
た
上
申
（
下
記
②
）
が
あ
っ

た
。
景
元
は
そ
れ
を
老
中
・
堀
田
正ま

さ

篤ひ
ろ

（
後
の
正
睦
）
に
提
出
し
）
8
（

た
。

・
天
保
十
二
年
五
月：

将
軍
・
徳
川
家
慶
は
、
享
保
・
寛
政
を
模
範
と
し
て
政
治
を

行
う
と
宣
言
し
た
（
天
保
改
革
の
開
）
9
（

始
）。

・
天
保
十
二
年
八
月
十
四
日：

侗
庵
、
若
年
寄
・
忠
固
（「
主
膳
正
殿
」）
の
用
命
の

た
め
明
日
登
城
せ
よ
と
の
書
付
を
目
付
か
ら
受
け
取
る
。
翌
日
、
奧
右
筆
・
桑
山

六
左
衛
門
と
と
も
に
新
部
屋
（
老
中
・
若
年
寄
と
諸
役
人
の
用
談
場
）
10
（

所
）
に
赴
い

た
侗
庵
に
対
し
て
、
忠
固
は
以
下
の
三
通
の
書
付
と
木
活
字
本
『
政
談
』
を
渡
す
。

①
「
覚
」：
下
記
③
の
リ
ス
ト
に
は
、「
御
家
之
御
事
蹟
並
御
政
事
筋
等
之
儀
ど

も
」
を
記
し
た
書
籍
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
版
本
で
流
布
し
て
も
構
わ
な
い
で

史
料
紹
介　

昌
平
黌
儒
者
・
古
賀
侗
庵
の
意
見
書

　

︱
　

中
西
忠
蔵
活
字
版
一
件
の
処
理
過
程
と
出
版
統
制
の
変
更

清
水
光
明＊

　

本
稿
で
は
、
石
川
武
美
記
念
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
が
所
蔵
す
る
古
賀
侗
庵
「
侗
庵

雑
記
」（
自
筆
の
手
控
）
1
（
え
）
の
う
ち
、
天
保
十
二
（
一
八
四
一
）
年
の
中
西
忠
蔵
活

字
版
一
件
に
関
す
る
意
見
書
及
び
そ
れ
を
め
ぐ
る
経
緯
を
書
き
留
め
た
内
容
を
全
文

翻
刻
・
紹
介
す
る
。

　

こ
の
史
料
は
、
従
来
の
研
究
で
は
全
く
知
ら
れ
て
い
な
）
2
（

い
。
だ
が
、
こ
こ
に
は
、

天
保
改
革
期
の
政
治
史
・
思
想
史
・
文
学
史
に
関
す
る
重
要
な
内
容
が
含
ま
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、
若
年
寄
・
大
岡
忠た

だ

固か
た

（
岩
槻
藩
主
）
に
提
出
さ
れ
た
侗
庵

の
意
見
書
は
、
彼
の
思
想
や
昌
平
黌
儒
者
と
し
て
の
動
向
を
把
握
す
る
上
で
有
益
で

あ
）
3
（

る
。
ま
た
、
意
見
書
の
前
後
に
は
、
中
西
忠
蔵
活
字
版
一
件
の
処
理
に
つ
い
て
の

知
ら
れ
ざ
る
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
）
4
（

る
。
そ
し
て
、
侗
庵
の
意
見
書
に
沿
う
か
た
ち
で

の
こ
の
一
件
の
処
理
が
、
天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
六
月
の
出
版
統
制
の
変
更

―
と
く
に
、
歴
代
将
軍
の
事
跡
に
つ
い
て
の
記
述
を
許
可
し
た
）
5
（

点

―
に
つ
な
が

っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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二
〇
二
〇
年

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
は
問
題
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
こ
れ
が
禁
止
さ
れ
た

理
由
は
不
明
だ
が
、
下
賤
の
身
分
の
者
が
代
々
の
将
軍
の
事
跡
等
を
公
然
と
出

版
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
に
、
当
時
の
役
人
が
取
り
計
ら
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。

〔
ｆ
〕
こ
の
処
置
に
は
道
理
は
あ
る
が
、
代
々
の
将
軍
の
「
御
武
徳
御
仁
政
」
を

一
切
刊
本
に
記
し
て
は
い
け
な
い
の
で
は
遠
方
の
人
が
感
化
さ
れ
る
機
会
が
な

く
、「
盛
世
之
御
政
事
」
に
は
少
し
了
見
が
狭
い
。

〔
ｇ
〕「
明
清
之
世
」
で
は
法
令
は
非
常
に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
が
、「
先
王
之
功

業
・
当
時
之
政
法
」
を
刊
行
し
て
も
処
罰
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
は
、

「
教
化
之
助
」
に
も
な
る
た
め
差
し
置
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

〔
ｈ
〕
中
国
の
「
政
事
風
俗
」
は
良
い
と
は
言
え
な
い
が
、
日
本
は
古
来
よ
り
中

国
を
参
照
し
て
き
た
。
こ
の
点
は
、「
唐
土
大
国
寛
大
之
風
」
と
も
言
え
る
の

で
、
取
り
用
い
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

〔
ｉ
〕「
邪
説
」
や
「
時
政
」
を
誹
謗
し
た
著
述
を
差
し
置
く
こ
と
は
難
し
い
。
今

回
の
木
活
字
本
に
は
そ
の
よ
う
な
内
容
は
な
い
の
で
、
処
罰
を
下
す
理
由
は
な

い
。
学
者
が
「
経
済
之
学
」
を
研
究
す
る
上
で
助
け
に
な
る
の
で
、「
御
文
徳

之
教
化
」
に
役
立
た
な
い
と
は
言
え
な
い
。

〔
ｊ
〕
も
し
一
様
に
禁
止
す
る
と
、「
文
学
御
引
立
」
の
障
害
に
な
る
。
か
つ
学
者

が
「
経
済
実
用
之
学
」
か
ら
「
迂
闊
無
用
之
風
」
に
立
ち
戻
っ
て
し
ま
う
。
木

活
字
本
を
出
版
し
た
者
は
そ
の
ま
ま
に
差
し
置
く
ほ
う
が
妥
当
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
侗
庵
は
、〔
ｉ
〕〔
ｊ
〕
の
よ
う
な
忠
蔵
の
処
罰
に
関
す
る
内
容
の
み
な

ら
ず
、〔
ｅ
〕
〜
〔
ｈ
〕
の
よ
う
に
出
版
統
制
そ
の
も
の
に
批
判
的
に
言
及
し
て
い

る
。

︵
3
︶
中
西
忠
蔵
活
字
版
一
件
の
処
理
過
程
と
出
版
統
制
変
更

あ
ろ
う
か
。
こ
の
版
本
の
製
作
者
に
処
罰
を
下
せ
ば
、「
文
学
御
引
立
」
の
障

害
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
か
。

②
「
活
板
致
し
候
者
之
義
ニ
付
申
上
候
書
付
」：

隠
密
廻
が
江
戸
町
奉
行
・
景
元

に
提
出
し
た
書
）
11
（
付
。

③
「
中
西
仲
蔵
活
板
書
目
」：

上
記
二
十
種
の
木
活
字
本
の
リ
ス
）
12
（
ト
。

す
な
わ
ち
、
隠
密
廻
↓
景
元
（
江
戸
町
奉
行
）
↓
正
篤
（
老
中
）
↓
忠
固
（
若
年

寄
）
↓
侗
庵
（
昌
平
黌
儒
者
）
と
い
う
ル
ー
ト
で
、
こ
の
一
件
が
問
題
化
し
、
ど
う

処
理
す
る
べ
き
か
と
い
う
点
が
模
索
さ
れ
た
。

︵
2
︶
古
賀
侗
庵
の
意
見
書
と
そ
の
内
容

・
天
保
十
二
年
八
月
二
十
四
日：

侗
庵
、
奧
右
筆
・
桑
山
と
と
も
に
新
部
屋
に
赴
き
、

忠
固
に
書
付
を
提
出
す
る
。
そ
の
内
容
は
、
お
お
よ
そ
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

〔
ａ
〕「
治
国
安
民
経
済
之
術
」
は
、
学
者
が
常
々
講
究
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
古

来
の
学
者
が
「
無
益
之
空
理
」
を
議
論
し
「
当
世
之
用
」
に
役
立
た
な
い
文
章

が
増
え
た
の
は
、「
学
者
之
流
弊
」
で
あ
る
。

〔
ｂ
〕
政
治
は
時
代
に
よ
っ
て
在
り
方
が
異
な
る
。「
王
朝
之
政
法
」
も
、
同
じ
武

家
の
世
の
鎌
倉
・
室
町
も
、
そ
の
ま
ま
で
は
用
い
難
い
。

〔
ｃ
〕
今
日
、「
経
済
実
用
之
学
」
に
志
す
の
な
ら
、「
慶
長
元
和
以
来
之
国
体
」

を
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
近
年
、「
唐
土
明
清
之
儒
生
」
が
「
古
代
」

は
差
し
置
い
て
、「
本
朝
臣
下
之
上
書
奏
議
類
」
を
編
集
・
出
版
し
広
く
世
に

普
及
し
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

〔
ｄ
〕
上
記
③
の
目
録
中
、
徳
川
将
軍
歴
代
の
「
御
武
徳
御
仁
政
」
や
「
治
国
之

得
失
当
否
」
を
記
し
た
も
の
は
、「
当
世
有
用
之
学
」
に
心
掛
け
た
の
で
あ
ろ

う
。
な
の
で
「
御
政
事
」
の
妨
げ
に
は
な
ら
な
い
。

〔
ｅ
〕
代
々
の
将
軍
の
事
跡
を
記
し
た
刊
本
を
禁
止
し
た
の
は
、
こ
の
百
年
位
の
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に
つ
い
て
は
、
□
（
虫
食
い
）と
表
記
し
た
。

一
、〔　

〕
内
の
語
は
、
全
て
翻
刻
者
に
よ
る
。

［
翻
刻
］

天
保
十
二
丑
八
月
十
四
日
、
当
番
御
目
付
蔚
差
越
候
書
面

主
膳
正
殿
〔
大
岡
忠
固
〕
御
用
有
之
候
間
、
御
自
分
明
十
四
日
五
半
時

御
城
え
罷
出
候
様
可
申
達
旨
、
御
同
人
被
仰
渡
候
、
依
之
申
達
候
、
以
上
、

　
　
　
　

八
月
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

当
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
目
付
中

　
　
　
　
　
　

古
賀
小
太
郎
殿

右
返
書

主
膳
正
殿
御
用
之
儀
御
座
候
様
間
、
拙
者
儀
明
十
五
日
五
半
時

御
城
え
罷
出
候
様
御
同
人
被
仰
渡
候
段
被
成
御
達
、
承
知
仕
候
、
以
上
、

　
　
　
　

八
月
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
賀
小
太
郎

　
　
　
　
　
　

御
当
番

　
　
　
　
　
　
　

御
目
付
中

右
ニ
付
、
主
膳
正
殿
御
宅
え
御
請
と
し
て
罷
出
申
置
、
然
処
此
度
之
こ
と
御
目
付

蔚
達
有
之
節
ハ
御
請
に
不
及
候
由
、

同
十
五
日
五
ツ
時
過
、
参　

城
、
御
目
付
え
差
出
候
書
付

主
膳
正
殿
御
用
御
取
候
間
、
今
十
五
日
五
半
時
、

・
天
保
十
二
年
八
月
二
十
五
日
〜
九
月
七
日：

奧
右
筆
・
桑
山
か
ら
侗
庵
へ
書
付
が

返
却
さ
れ
、
し
ば
ら
く
待
機
せ
よ
と
の
指
示
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
同
人
か
ら
侗

庵
の
書
付
を
小
普
請
方
へ
引
き
取
る
旨
の
連
絡
。
そ
の
後
、
し
ば
ら
く
し
て
同
人

か
ら
近
く
敢
て
勝
手
次
第
と
す
る
旨
の
連
絡
が
あ
っ
た
。

・
天
保
十
二
年
九
月
七
日：

老
中
・
正
篤
、
忠
蔵
に
は
処
罰
を
し
な
い
旨
の
回
答
を

町
奉
行
・
景
元
に
通
達
す
）
13
（
る
。

・
天
保
十
二
年
九
月
九
日：
奧
右
筆
・
桑
山
と
と
も
に
新
部
屋
に
赴
い
た
侗
庵
に
対

し
て
、
忠
固
は
侗
庵
の
述
べ
た
趣
旨
に
よ
り
忠
蔵
を
処
罰
は
し
な
い
旨
を
老
中
た

ち
に
も
申
し
聞
か
せ
た
、
と
回
答
す
る
。
同
日
夕
刻
、
侗
庵
は
、
奧
右
筆
・
桑
山

宅
へ
承
付
（
老
中
・
若
年
寄
等
か
ら
口
頭
で
受
け
た
回
答
・
指
示
に
対
す
る

請
）
14
（
書
）
を
提
出
す
る
。

・
天
保
十
二
年
十
二
月：

幕
府
、
株
仲
間
の
解
散
を
命
じ
る
。
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、

書
物
問
屋
仲
間
も
解
散
し
た
。

・
天
保
十
三
年
六
月
三
日：

幕
府
、「
新
板
書
物
之
儀
ニ
付
触
書
」
を
布
達
し
、
出

版
統
制
を
変
更
す
）
15
（
る
。

す
な
わ
ち
、
侗
庵
↓
忠
固
↓
老
中
↓
景
元
と
い
う
ル
ー
ト
で
、
中
西
忠
蔵
活
字
版
一

件
に
つ
い
て
の
処
理
が
な
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
経
緯
を
踏
ま
え
る
と
、
忠
固
に
提

出
し
た
侗
庵
の
書
付
は
、
単
に
忠
蔵
の
処
罰
の
問
題
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
出
版
統
制

の
変
更
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

［
凡
例
］

一
、
翻
刻
は
、
可
能
な
か
ぎ
り
原
史
料
の
体
裁
に
従
っ
た
。
た
だ
し
、
読
点
「
、」

と
中
黒
「
・
」
を
適
宜
補
っ
た
。

一
、
擡
頭
・
平
出
・
闕
字
等
は
、
原
史
料
の
体
裁
に
従
っ
た
。

一
、
原
史
料
に
は
虫
食
い
の
た
め
に
判
読
不
能
な
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
。
そ
の
箇
所
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
八
号　

二
〇
二
〇
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
ゲ
札

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
拾
俵　
　
　
　

小
普
請
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
人
扶
持　
　
　
　

中
坊
金
蔵
〔
廣
風
〕
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
西
忠
蔵

三
〔
頭
注
〕 

三
十
八

右
中
西
忠
蔵
義
、
五
六
年
以
前
蔚
活
板
ニ
日
本
外
史
を
摺
出
候
処
、
存
外
ニ
多
分
之

利
潤
を
得
、
捌
方
宜
ニ
而
追
々
別
紙
書
目
之
通
活
板
売
出
候
由
、
右
ニ
付
大
部
之
書

類
有
之
候
間
手
伝
之
者
多
入
候
処
、
承
伝
ひ
諸
家
藩
中
二
男
三
男
等
弟
子
同
様
家
集
、

当
時
七
八
人
も
日
々
通
ひ
参
り
候
ニ
付
、
是
迄
板
行
難
成
御
政
事
向
ニ
拘
候
写
本
類

追
々
出
来
仕
、
且
難
伝
写
本
類
此
節
活
板
目
論
見
候
由
相
聞
不
穏
候
ニ
付
、
右
活
板

之
内
政
談
壱
部
並
目
録
書
付
壱
枚
相
添
、
此
段
奉
入
御
聴
候
、
以
上
、

　
　

丑
五
月

中
西
仲
蔵
活
板
書
目

　
　

拙
修
斎
叢
書
目
録

外
史　

二
十
二
巻 

山
陽
頼
先
生
著
撰

通
議　

三 

山
陽
頼
先
生
著

 

穀
堂
古
賀
先
生
著

称
謂
私
言　

一 

以
下
撰
人
姓
名
略

政
記　

十
六

逸
史　

十
三

通
語　

十

社
倉
私
議　

一

御
城
え
罷
出
可
申
旨
、
御
同
人
被
仰
渡
候
段
、
御
当
番
御
目
付
蔚
昨
十
四
日
被
成

御
達
候
ニ
而
罷
出
申
候
、
以
上
、

　
　
　
　

八
月
十
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
賀
小
太
郎

一
、
当
日
御
礼
済
、
桑
山
六
左
衛
門
差
引
い
た
し
新
部
屋
え
罷
出
候
所
、
主
膳
正
殿

御
達
有
之
候
書
付
三
通
被
成
御
渡
、
左
之
通
、

　
　
　

覚

別
紙
活
板
ニ
致
し
候
書
籍
之
内
、

御
家
之
御
事
蹟
並
御
政
事
筋
等
之
儀
ど
も
書
顕
し
候
類
相
見
候
、
右
之
板
本
に
て
世

上
流
布
致
し
候
而
も
不
苦
品
ニ
候
哉
、
且
又
右
之
類
へ
御
咎
等
被　

仰
付
候
而
も
自

然
文
学
御
引
立
之
障
り
ニ
者
相
成
不
申
候
哉
、
彼
是
其
方
申
答
可
被
申
聞
候
事
、

　

活
板
致
し
候
者
之
義
ニ
付
申
上
候
書
付

 

隠
密
廻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
普
請
支
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
村
丹
後
守
〔
直
恒
〕
組

　
　
　
　
　

下
谷
御
切
手
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
西
仲
蔵

　
　
　
　
　

住
居
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史
料
紹
介　

昌
平
黌
儒
者
・
古
賀
侗
庵
の
意
見
書　
　
　

清
水
光
明

人
申
聞
候
、

同
廿　

日
進
達
書
面

　
　

書
籍
活
版
い
た
し
候
者
之
儀
存
念
可
申
上
旨
、
御
書
面

　
　

を
以
被
仰
渡
候
ニ
付
、
愚
存
申
上
候
書
付

 

古
賀
小
太
郎

治
国
安
民
経
済
之
術
ハ
皆
学
問
中
之
事
ニ
御
座
候
へ
者
、
学
者
た
る
も
の
常
々
講

究
可
仕
儀
ニ
御
座
候
、
然
ル
に
古
来
之
学
者
無
益
之
空
理
而
已
を
講
論
し
当
世
之

用
に
不
相
立
文
多
き
様
成
行
候
者
、
学
者
之
流
弊
と
も
可
申
候
、
然
し
道
理
ニ
二

ツ
無
之
候
へ
ど
も
政
事
ハ
時
代
に
随
て
不
同
有
之
、
我
邦
に
て
申
候
へ
者
、
鎌
倉

以
来
天
下
之
大
柄
武
門
ニ
帰
し
海
内
一
変
い
た
し
候
処
、
鎌
倉
・
室
町
二
代
天
下

一
統
と
ハ
申
な
が
ら
始
終
兵
乱
不
止
致
寧
謐
之
時
少
く
、

御
当
代
之
昇
平
に
統
べ
候
ハ
ヾ
天
地
之
有
隔
と
も
可
申
、
然
ら
者
政
教
之
模
様
も

大
に
替
り
申
候
、
王
朝
之
政
法
者
申
迄
も
無
之
、
鎌
倉
・
室
町
同
様
武
家
之
政
事

ニ
御
座
候
得
吟
、
其
侭
に
者
難
用
御
座
候
、
左
候
へ
者
今
日
経
済
実
用
之
学
に
志

し
候
ハ
ヾ
何
レ
慶
長
元
和
以
来
之
国
体
を
考
究
不
仕
候
而
者
不
相
叶
儀
と
奉
存
候
、

近
代
唐
土
明
清
之
儒
生
古
代
を
さ
し
置
、
本
朝
臣
下
之
上
書
奏
議
類
斗
を
編
集
し

経
世
文
編
と
申
大
部
之
書
を
諸
々
上
木
い
た
し
候
而
遍
く
世
に
行
ひ
候
ハ
右
故
之

儀
と
奉
存
候
、
別
紙
活
板
書
目
録
之
内
諸
家
之
事
蹟
、
古
代
之
治
乱
を
記
し
候
文

ハ
暫
さ
し
置
、
其
他
之
書
籍
、

権
現
様
御
創
業
以
来

御
代
々
之
御
武
徳
御
仁
政
を
録
し
、
且
治
国
之
得
失
当
否
を
論
じ
候
ハ
別
に
仔
細
も

有
之
間
敷
、
当
世
有
用
之
学
に
心
掛
ケ
候
儀
と
奉
存
候
、
学
者
是
等
之
書
ニ
依
に

伝
疑
小
史　

一

静
寄
余
筆　

二

武
徳
編
年
集
成　

九
十
三

草
茅
危
言　

五

読
史
余
論　

三

冬
読
書
余　

二

逸
史
問
答　

二　

問　

潭
花
生

　
　
　
　
　
　
　

答　

同
関
子

松
隣
夜
話　

二

関
難
間
記　

二

河
中
島
五
箇
度
合
戦
記　

一

上
杉
輝
虎
注
進
状　

一

奠
陰
略
稿　

二

政
談　

十

同
廿
三
日
、
明
朝
書
面
進
達
之
儀
、
桑
山
六
左
衛
門
え
及
掛
合
候
処
、
御
差
支
無
之

旨
答
書
申
越
、

同
廿
四
日
五
時
過
、
参　

城
、
活
板
之
儀
存
□

（
虫
食
い
）〔

念
ヵ
〕
申
上
書
面
え
御
書
取
添
、

新
部
屋
に
お
ゐ
て
主
膳
守
殿
え
直
達
、
且
先
日
御
渡
し
之
別
紙
二
通
一
同
返
上
い

た
し
候
、

　
　
　

但
桑
山
六
左
衛
門
致
差
引
候
、

一
、
右
申
上
書
面
を
返
済
、
暫
扣
可
申
旨
、
六
左
衛
門
申
聞
候
ニ
付
、
扣
罷
在
候
処
、

小
普
請
方
へ
引
取
可
申
旨
同
人
申
聞
候
、
余
程
過
近
敢
可
為
勝
手
次
第
旨
、
同
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
八
号　

二
〇
二
〇
年

ハ
有
御
座
間
敷
奉
存
候
、
誠
に
前
文
申
上
候
通
、
学
者
経
済
之
学
に
お
ゐ
て
一
助

に
も
相
成
候
得
者
、
則
御
文
徳
之
教
化
に
於
て
も
毫
髪
之
補
無
之
と
も
難
申
候
、

若
シ
一
概
ニ
御
禁
制
ニ
相
成
候
ハ
ヾ
固
よ
り
文
学
御
引
立
難
有
御
趣
意
之
障
り
に

も
相
成
可
申
、
且
々
学
者
之
た
わ
け
経
済
実
用
之
学
を
打
捨
置
、
又
々
迂
闊
無
用

之
風
ニ
立
戻
り
候
文
多
き
様
相
成
可
申
歎
敷
と
も
存
候
、
旁
以
今
書
籍
活
板
ニ
い

た
し
候
も
の
其
侭
被
成
御
差
置
候
、
咎
に
不
被　

仰
付
候
方
相
当
仕
□（

虫
食
い
）□

奉
存
候
、

以
上
、

　
　
　
　

丑
八
月 

古
賀
小
太
郎

同
九
月
八
日
、
桑
山
六
左
衛
門
蔚
差
越
候
書
面

近
日
秋
冷
相
催
候
へ
吟
、
益
御
壮
健
被
為
在
奉
欣
悦
候
、
然
者
明
日
重
陽
ニ
付
、

御
参

城
御
座
候
ハ
ヾ
御
達
し
之
義
可
有
御
座
、
つ
ぎ
〳
〵
御
呼
出
し
に
無
之
、
御
詰
合

之
節
御
達
し
可
有
之
と
の
御
沙
汰
□

（
虫
食
い
）〔

有
ヵ
〕
之
候
、
明
日
御
参

城
有
無
之
儀
、
私
心
得
迄
ニ
相
伺
申
度
候
、
貴
様
御
一
筆
奉
願
上
候
、
頓
首
、

　
　

九
月
八
日

　

右
返
書
、
明
日
参　

城
之
節
罷
上
候
段
申
遣
候
、

同
九
日
五
ツ
時
、
登　

城
御
礼
前
、
六
左
衛
門
案
内
に
て
新
部
屋
へ
廻
り
候
処
、
主

膳
正
殿
御
書
取
を
以　

被
仰
渡
、
左
之
通
、

書
籍
活
板
に
致
し
候
者
之
儀
、
其
方
申
聞
候
趣
を
以
何
等
之
御
沙
汰
に
不
及
旨
、

年
寄
衆
え
申
聞
、
此
段
為
心
得
申
達
候
事
、

一
、
右
仰
渡
済
、
六
左
衛
門
え
面
談
之
処
、
右
之
□

（
虫
食
い
）御
書
取
へ
承
付
い
た
し
差
上
可

申
、
尤
同
人
宅
え
可
差
越
旨
申
聞
候
、

経
済
実
用
之
学
ニ
赴
く
文
多
く
相
成
候
ハ
ヾ
其
益
不
尠
□

（
虫
食
い
）奉

存
候
、
右
之
訳
ニ
御

座
候
へ
者
、
活
版
流
布
い
た
し
候
而
も
何
も
御
政
事
之
妨
ニ
相
成
候
儀
有
之
間
敷

奉
存
候
、
私
儀
若
年
之
比
よ
り
儒
書
ニ
の
ミ
耽
り
記
録
類
に
疎
く
我
邦
之
制
度
不

案
内
ニ
御
座
候
へ
ど
も
、

御
代
々
之
御
政
事
蹟
政
法
等
記
し
候
書
籍
板
行
難
相
成
と
申
も
百
余
年
来
之
事
に
て
、

其
以
前
者
差
而
御
構
無
之
候
様
奉
存
候
、
今
に
其
比
之
板
本
色
々
残
り
有
之
候
を

以
て
考
知
る
べ
き
儀
と
奉
存
候
、
右
板
行
難
相
成
様
相
成
候
由
来
聢
と
相
弁
不
申

候
得
吟
、
元
来
下
践
之
身
分
之

御
代
々
之
御
事
蹟
等
書
籍
に
書
載
セ
公
然
と
板
行
い
た
し
□（

虫
食
い
）□
恐
多
キ
事
ニ
付
、
時

之
有
司
者
□（

虫
食
い
）□

重
ん
じ
る
誠
実
之
心
に
右
之
ご
と
く
取
斗
候
儀
哉
ニ
奉
存
候
、
是

も
一
応
道
理
相
聞
へ
候
得
吟
、

権
現
様
以
来

御
代
々
之
御
武
徳
御
仁
政
一
切
板
本
ニ
書
載
候
儀
不
相
成
、
遠
方
之
人
抔
拝
見
仕
候

に御
徳
化
と
奉
仰
候
事
出
来
不
申
候
様
相
成
候
儀
、
盛
世
之
御
政
事
ニ
者
少
し
く
狭

き
様
被
存
候
、
猶
又
唐
土
之
例
を
考
へ
候
処
、
明
清
之
世
ニ
降
り
法
令
甚
厳
厲
ニ

御
取
□

（
虫
食
い
）〔

候
ヵ
〕
得
吟
、
先
王
之
功
業
・
当
時
之
政
法
を
書
ニ
著
し
刊
刻
い
た
し

□
（
虫
食
い
）少

し
も
禁
制
無
御
座
候
、
是
者
先
代
以
来
之
美
徳
善
政
此
書
ニ
依
て
益
世
に

顕
レ
、
教
化
之
助
に
も
可
相
成
と
存
候
而
さ
し
置
候
儀
と
奉
存
候
、
唐
土
之
政
事

風
俗
宜
敷
と
も
難
申
、
我
邦
に
お
ゐ
て
一
々
学
び
候
に
も
不
及
儀
に
御
座
候
得
吟
、

古
来
よ
り
彼
之
よ
る
所
を
取
用
ひ
候
ハ
仕
来
之
様
相
成
申
候
、
右
之
一
条
者
唐
土

大
国
寛
大
之
風
と
も
可
申
候
へ
者
御
取
用
ひ
可
然
儀
と
奉
存
候
、
尤
著
述
之
内
に

て
も
邪
説
を
唱
へ
て
衆
人
を
惑
し
時
政
を
誹
謗
し
て
不
敬
ニ
流
レ
候
類
ハ
問
政
之

言
ニ
相
成
候
□（

虫

□食

□い
）
之
儀
其
侭
に
ハ
難
差
置
儀
ニ
奉
存
候
、
此
度
活
板
之
書
籍
類

何
も
右
様
之
儀
有
之
候
と
も
不
被
存
候
へ
者
、
御
咎
に
被　

仰
付
候
訳
合
之
文
に
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史
料
紹
介　

昌
平
黌
儒
者
・
古
賀
侗
庵
の
意
見
書　
　
　

清
水
光
明

書
」『
図
書
館
雑
誌
』
第
五
四
号
、
一
九
二
三
年
〕）、
多
治
比
郁
夫
「
拙
修
斎
叢
書
の
刊
行
者
」

（『
図
書
館
界
』
第
二
一
巻
第
二
号
、
一
九
六
九
年
）、
坂
口
筑
母
『
幕
末
維
新
儒
者
文
人
小
伝　

第

一
集
』（
幕
末
維
新
儒
者
文
人
小
伝
刊
行
会
、
一
九
八
六
年
）、
中
野
三
敏
「
近
世
木
活
字
本
の
魅

力
」（『
ビ
ブ
リ
ア
』
第
一
二
二
号
、
二
〇
〇
四
年
）、
中
村
安
宏
「
検
閲
と
幕
府
儒
者
　

―
　

天
保
改

革
の
文
教
政
策
」（『
歴
史
』
第
一
三
〇
輯
、
二
〇
一
八
年
）
等
が
あ
る
。

（
5
）　

こ
の
点
に
関
す
る
出
版
統
制
の
変
遷
を
簡
単
に
述
べ
て
お
く
と
、
享
保
七
（
一
七
二
二
）
年
十
一

月
の
触
れ
（「
新
板
書
物
之
儀
ニ
付
町
触
」）
で
は
将
軍
家
に
関
わ
る
こ
と
は
刊
本
・
写
本
と
も
禁
止

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
同
二
十
年
五
月
の
書
物
問
屋
仲
間
へ
の
申
し
渡
し
（「
諸
書
物
ニ
権
現
様
並

御
代
々
様
御
名
書
入
之
定
」）
で
は
、
こ
の
条
目
を
一
部
変
更
し
、
今
後
、「
急
度
致
た
る
諸
書
物
」

で
は
歴
代
将
軍
の
名
前
を
出
す
こ
と
は
許
可
す
る
と
し
た
（
た
だ
し
、「
御
身
上
之
儀
」「
御
物
語
等

之
類
」
は
禁
止
）。
以
降
は
、
こ
の
方
針
が
天
保
十
三
年
六
月
の
出
版
統
制
の
変
更
ま
で
続
い
た
。

（
6
）　

藤
田
覚
『
天
保
の
改
革
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
、
一
一
五
―
一
二
七
頁
）
等
。

（
7
）　

頼
山
陽
『
日
本
外
史
』『
通
議
』『
政
記
』、
尾
藤
二
洲
『
称
謂
私
言
』『
静
寄
余
筆
』『
冬
読
書
余
』、

中
井
竹
山
『
社
倉
私
議
』『
草
茅
危
言
』『
逸
史
』『
奠
陰
略
稿
』、
中
井
竹
山
・
菱
川
大
観
『
逸
史
問

答
』、
中
井
履
軒
『
通
語
』『
伝
疑
小
史
』、
木
村
高
敦
『
武
徳
編
年
集
成
』、
新
井
白
石
『
読
史
余

論
』、
荻
生
徂
徠
『
政
談
』、『
関
難
間
記
』、『
松
隣
夜
話
』、『
河
中
島
五
箇
度
合
戦
記
』、『
上
杉
輝

虎
注
進
状
』。

（
8
）　
『
大
日
本
近
世
史
料　

市
中
取
締
類
集
十
八
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
、
一
一
九
頁
。

（
9
）　

藤
田
覚
編
『
幕
藩
制
改
革
の
構
造
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
、
四
―
五
頁
。

（
10
）　

深
井
雅
海
『
江
戸
城
』（
中
公
新
書
、
二
〇
〇
八
年
）、
七
八
―
八
一
頁
。

（
11
）　
「
市
中
取
締
書
留　

十
の
七
十
九　

分
冊
の
三
」（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
所
収
の
「
活
版
い
た
し

候
者
之
義
ニ
付
申
上
候
書
上
」
と
ほ
ぼ
同
文
。

（
12
）　

書
名
・
巻
数
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
市
中
取
締
書
留　

十
の
七
十
九　

分
冊
の
三
」
所
収
の
「
其

目
録
写
」
と
ほ
ぼ
同
じ
。

（
13
）　

前
掲
『
大
日
本
近
世
史
料　

市
中
取
締
類
集
十
八
』、
一
一
九
―
一
二
〇
頁
。

（
14
）　

承
付
に
つ
い
て
は
、
藤
田
覚
『
近
世
史
料
論
の
世
界
』
校
倉
書
房
、
二
〇
一
二
年
、
八
九
―
九
三

頁
。

（
15
）　
『
德
川
禁
令
考　

前
集
第
五
』
創
文
社
、
一
九
五
九
年
、
二
五
六
―
二
五
七
頁
。

承
付
左
之
通

　
　

御
書
付
見
返
し

 

御
書
取
之
通
被　

仰
渡
、
奉
畏
候

 

丑
九
月
九
日　
　
　

古
賀
小
太
郎

右
之
御
書
取
承
付
い
た
し
書
面
添
、
夕
方
六
左
衛
門
宅
え
持
て
遣
候
、

【
付
記
】
史
料
の
閲
覧
・
翻
刻
を
許
可
し
て
く
だ
さ
っ
た
石
川
武
美
記
念
図
書
館

成
簣
堂
文
庫
に
謝
意
を
表
す
る
。

註（
1
）　

川
瀬
一
馬
編
『
新
修
成
簣
堂
文
庫
善
本
書
目
』（
お
茶
の
水
図
書
館
、
一
九
九
二
年
）、
八
六
三
頁
。

成
簣
堂
文
庫
は
、
徳
富
蘇
峰
が
収
集
し
た
文
庫
で
あ
る
。「
侗
庵
雑
記
」
と
い
う
表
題
は
、
蘇
峰
が

付
け
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
な
お
、
成
簣
堂
文
庫
に
は
、「
侗
庵
雑
編
」「
侗
庵
筆
記
類
編
別

抄
」「
侗
庵
随
録
」「
侗
庵
雑
纂
」「
侗
庵
随
記
」「
侗
庵
雑
鈔
」
等
、
類
似
す
る
表
題
の
史
料
が
所
蔵

さ
れ
て
い
る
）。

（
2
）　

た
だ
し
、
史
学
会
第
一
一
七
回
大
会
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
天
皇
像
の
歴
史
を
考
え
る
」（
二
〇

一
九
年
十
一
月
九
日
）
の
私
の
報
告
「
尊
王
思
想
と
出
版
統
制
・
編
纂
事
業
」
に
お
い
て
、
こ
の
史

料
を
初
め
て
使
用
し
た
。
な
お
、
本
報
告
に
つ
い
て
は
、
後
日
公
刊
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
3
）　

侗
庵
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
、
単
著
に
限
る
と
、
前
田
勉
『
近
世
日
本
の
儒
学
と
兵
学
』（
ぺ

り
か
ん
社
、
一
九
九
六
年
）、
三
谷
博
『
明
治
維
新
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』（
山
川
出
版
社
、
一
九
九

七
年
）、
眞
壁
仁
『
徳
川
後
期
の
学
問
と
政
治
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
）、
梅
澤
秀

夫
『
早
す
ぎ
た
幕
府
御
儒
者
の
外
交
論　

古
賀
精
里
・
侗
庵
』（
出
門
堂
、
二
〇
〇
八
年
）、
奈
良
勝

司
『
明
治
維
新
と
世
界
認
識
体
系
』（
有
志
舎
、
二
〇
一
〇
年
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
4
）　

中
西
忠
蔵
及
び
そ
の
活
字
版
一
件
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
に
は
、
幸
田
成
友
「
中
西
忠
蔵
と
拙
修

斎
叢
書
」（『
幸
田
成
友
著
作
集　

第
六
巻
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
三
年
〔
原
著
は
、「
拙
修
斎
叢
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